
一般財団法人百十四経済研究所

一
般
財
団
法
人　
百
十
四
経
済
研
究
所

この印刷物には環境に配慮した植物油インキを使用しております。

この印刷物は抗菌ニスを使用しております。

2024

No.451
10

令和 6年10月 1 日発行（毎月 1日発行）No.451

調
査
月
報 

２
０
２
４
・
10　
Ｎ
Ｏ
・
４
５
１

令
和
6
年
10
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
） 

調
査
月
報

調査月報　No．451
発行日・・令和 6 年10月 1 日
発行所・・一般財団法人　百十四経済研究所
　　　　〒760-0050　高松市亀井町 5 の 1  百十四銀行本店別館 4 階
　　　　TEL（087）836-2492　FAX（087）836-3649
印　刷・・株式会社ムレコミュニケーションズ
定　価・・850円

東洲斎写楽「二世嵐龍蔵の金貸石部金吉」　寛政 6 年（1794）

　本作は、東洲斎写楽による大判の浮世絵《二世嵐龍蔵の金貸石部金吉》です。寛
政 6 年（１794）都座で上演された歌舞伎『花菖蒲文禄曾我』に取材しています。役
者らの上半身を大きく描いたいわゆる「大首絵」とよばれるもので、石部金吉を演
じた役者・嵐龍蔵の睨みをきかせた目や一文字の口、腕まくりする仕草が巧みに表
現されています。
　作者の東洲斎写楽は、寛政 6 年（１794）から翌年の寛政 7 年（１795）にかけての
約１0か月の間しか活動していない、その生涯が謎に包まれた浮世絵師です。阿波徳
島藩主蜂須賀家お抱えの能役者・斎藤十郎平衛とする説が有力ではありますが、ど
のような人物であったかはまだ分かっていません。
　本作は、持ち主であったと思われる鸚鵡亭という人物が、この作品について褒め
ている文章が背景に書かれています。
　高松市美術館で開催される「五大浮世絵師展 ―歌麿 写楽 北斎 広重 国芳」 
（2024年１0月１2日〜１2月 8 日）では、本作の他に、江戸を彩った浮世絵五大スター
の代表作を紹介しています。ぜひ会場にお越しいただき浮世絵師たちの多様な表現
をお楽しみください。

  （高松市美術館・石田智子）

●�キラリとひかる企業探訪�

株式会社 XEN GROUP
●明るい四国の未来創造に向けて
� 四国経済連合会　会長　長　井　啓　介

●�四国地域の設備投資動向�
～2023・2024・2025年度四国地域設備投資計画調査より～

� 株式会社日本政策投資銀行　四国支店

� 副調査役　藤　岡　亜希子

●�香川日仏協会のあゆみ�
～フランスとの更なる文化交流を目指して～

� 香川日仏協会会長　川　染　節　江
� 元香川県明善短期大学学長、農学博士、管理栄養士
� 高松大学・短期大学、香川短期大学 非常勤講師
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視点

キラリとひかる企業探訪

寄稿

寄稿

経営情報

調査研究

新しい百十四銀行のカタチ

新連載　労務Q&A

My Health

最近の内外経済

香川の経済

❶ 明るい四国の未来創造に向けて
四国経済連合会　会長　長　井　啓　介

❷  社員にも地球にも「最善」を！未知への挑戦でモノづくりの
新しい扉を開く

株式会社 XEN GROUP

❽  四国地域の設備投資動向 
～2023・2024・2025年度四国地域設備投資計画調査より～

株式会社日本政策投資銀行　四国支店

副調査役　藤　岡　亜希子

�  香川日仏協会のあゆみ～フランスとの更なる文化交流を目指して～
香川日仏協会会長　川　染　節　江
元香川県明善短期大学学長、農学博士、管理栄養士
高松大学・短期大学、香川短期大学 非常勤講師

�  営業 DX を実現する CRM・SFA の導入
中小企業診断士　吉　田　泰　昌

�  高松空港国際定期路線の週31往復（定期チャーター便を含む）
体制における香川県内への経済波及効果について

一般財団法人百十四経済研究所  　　　 

調査部長　丸　髙　浩　毅

� 「＃114base」トピックス（10月開催イベントのお知らせ他）

� これからの経営に活かす 攻めの労務管理
社会保険労務士　佐　藤　秀　樹

� 催し物のお知らせ

� 健康と温暖化
国立病院機構高松医療センター　名誉院長  　　　　　　　　　　　

香川大学・愛媛大学　客員教授　水　重　克　文

�  景気は、一部に足踏みが残るものの、緩やかに回復している

� 緩やかに持ち直している

� 経済指標

� 経済日誌

�  広告

� 四国霊場休日へんろ Vol.3　第三番 金泉寺

瀬戸内海（屋島より）
（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）
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弁慶の力石本堂

第三番

金 泉 寺 寺名

宗派

本尊
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高野山真言宗

釈迦如来

行基

天平年間（729～749年）

のうまく さんまんだ ぼだなん ばく空海が掘り当てた泉が湧く寺
　二番札所から旧撫

む

養
や

街道を西へ進むこと約 3 km、民
家や畑が連なるのどかな道に、三番札所金泉寺の鮮やか
な朱塗りの仁王門が現れます。
　寺伝によると、奈良時代、天平年間（729～749年）に
聖武天皇の発願により行基が開創し「金

こん

光
こう

明
みょう

寺
じ

」と名付
けたとされています。その後、弘仁年間（810～824年）
に空海がこの地を訪れ、日照りに苦しむ村人のために井
戸を掘ったところ霊水が湧き出たことから寺号を「金泉
寺」と改名。さらに後、亀山天皇（在位1259～1274年）
が深く崇拝し、背後の山を亀山と名付けて山号を「亀光
山」としました。天皇は京都の蓮華王院にならった堂舎
を建て、経蔵が置かれたことから日本各地の学僧が集ま
り、学問の寺として大いに栄えたといいます。
　この寺は源平合戦にも縁があり、源義経が屋島の戦い
（1185年）に向かう途中で立ち寄り、戦勝祈願をしたと
「源平盛衰記」に伝えられています。納経所の前にある
「弁慶の力石」は義経が兵の士気を鼓舞するために家臣・
武蔵坊弁慶に持ち上げさせたものだとか。いまも人生の
開運を願う参拝者が絶えず訪れます。

住所：徳島県板野郡
板野町大寺亀山下66
アクセス：電車／
JR高徳線板野駅か
ら徒歩約10分
車／高松自動車道板
野 ICから約1.5km
駐車場：無料

わたしの推しポイント
金泉寺は、金の泉の寺ということで金運上
昇のご利益があるといわれます。大師堂で
は、珍しく土足のまま堂内に立ち入ること
が許されています。弘法大師像におすがり
して般若心経を唱えてください。金運がつ
かめるかもしれません。また、三番札所の
奧の院である愛染院にも足を延ばしてみて
ください。（百十四経済研究所 地域振興部
長 村尾耕太）

協力：（一社）四国八十八ヶ所霊場会
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